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３月より実施をした就業意識実態調査の回収が５月７日の締め切りをもっ

て終了しました。ＮＣＣＵ北海道総支部内で４２事業所（２５６枚）へ配布

し、４０事業所（２１６枚）からの提出があり、回収率は８４．４％となり

ました。ＮＣＣＵ全国では５８．７％の回収率となり、過去最高の結果とな

りました。 

みんなの働く環境改善のために、ご協力を頂きました組合員の皆さんに感

謝を申し上げます。 

 また、本年９月（予定）に処遇改善調査も行いますので皆さんの引き続き

のご協力をお願い申し上げます。１００％回収を実現しましょう。 

 

  上部団体であるＵＩゼンセン同盟では「組合員が主体性をもって主張す

る場、教育的観点から、若者の健全育成、労働組合におけるリーダー育成を

図り、組合員の生の声をＵＩゼンセン運動に反映することを目的」に『私の

主張大会』を実施しています。この大会は、毎年、都道府県支部大会、ブロ

ック大会を経て、全国大会を開催しており、本年で６３回目を迎えました。 

この度、北海道大会が４月１６日（月）札幌ホテルノースシティにて開催

され、弁士９名が参加する中、ＮＣＣＵ北海道総支部山本運営委員が出場し

ました。演題は「介護の現場より」とし介護現場で働く方々の現状と課題に

ついて山本弁士なりの主張をされました。会場に参集のＵＩゼンセン同盟の他産業で働く仲間に共感

を得る素晴らしい内容でしたが、結果、優勝はニトリ労働組合の方で山本弁士はおしくも敢闘賞でし

た。 

この「私の主張」は、ＵＩゼンセン同盟の主催目的にある様にＮＣＣＵ北海道総支部として役員に

参加をお願いしていますが、「是非、参加したい」という組合員がいらっし

ゃれば NCCU 北海道総支部までお問い合わせください。 
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 ＮＣＣＵ北海道総支部では、自治体（保険者）対応の活動を進めるためにも各連合地区

にて開催を進めている地区メーデーへも参加を進めることとしました。本年は、はじめて

の参加となる地区メーデーに関しては役員に参加頂き、来年から組合員の参加を進める準

備を行いました。 
参加した内容は下記の通りです。またメーデーの起源と第８３回メーデーについてもご

紹介いたします。 
 
【メーデーの起源と第８３回メーデー】 

労働者の日としてのメーデーは、１８８６年５月１日に合衆国カナダ職能労働組合連盟

が、シカゴを中心に８時間労働制要求の統一ストライキを行ったのが起源。 1 日 12 時

間から 14 時間労働が当たり前だった当時、「第 1 の 8 時間は仕事のために、第 2 の 8

時間は休息のために、そして残りの 8 時間は、おれたちの好きなことのために」を目標

に行なわれた。 

日本では、労働団体が挙行にいたるのは１９２０年５月２日に第 1 回のメーデーが上野

公園で行われ、およそ 1 万人の労働者が「８時間労働制の実施」「失業の防止」「最低賃

金法の制定」などを訴えた。翌年より５月１日に開催がされ、労働者の祭典として現在

に至る。 

本年、第８３回メーデーは「日本全体でつながり・支えあおう！すべての働く者の連帯

で働くことを軸とする安心社会を実現しよう！」をメインスローガンに各地域にてサブ

スローガンを掲げ開催されました。全道メーデーでは２４項目に渡るサブスローガンが

採択されました。 

 

第８３回北海道全道メーデー  

場 所：札幌市 大通８丁目公園  

日 時：５月１日（火）９：３０～ 

参 加：ＮＣＣＵ参加者１名（阿部総支部長） 

 

会場には５千人を越える人が参加していました。 

大通公園から札幌市中央区南２条西２丁目まで 

デモ行進もあり、当日はテレビ取材を受けるな 

どマスコミからも介護業界に注目が集まってい 

ました。メーデー終了後はＵＩゼンセン同盟の 

メーデー祝賀会へも参加し、ＵＩゼンセン同盟 

の他産業の仲間と交流を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

当日は暑いぐらいで

３０分のデモ行進！

ゼンセン同盟北海道

支部１５０名の大祝

賀会でした！ 
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当たりました！ 

夜のデモ行進は、少し寒

かったです！ 

第８３回函館地区連合メーデー  

場 所：函館市 千代台公園（中央広場） 

日 時：４月２８日（土）９：３０～ 

参 加：ＮＣＣＵの参加者４名（佐々木運営委員、   

木村副分会長、加藤常任、宮崎さん） 

会場には１，０００人を越える人が参加していま

した。デモ行進は、千代台公園から函館中央病院前

を通り本町６丁目交差点から梁川町６丁目交差点を

高砂通りから教育大通りを経由し千代台公園へ戻り

ました。行進後の抽選会ではＮＣＣＵ参加者の佐々

木運営委員にオリーブオイルセットも当たり充実し

た時間を過ごしました。 

 
 

第９回釧根統一 第８３回釧路市メーデー  

         場 所：釧路市 観光国際交流センター 

 日 時：４月２９日（日）１１：００～ 

参 加：ＮＣＣＵ参加者２名 

 （小林運営委員、阿部総支部長） 

会場には１，０００人を越える人が参加してい

ました。デモ行進もなく室内で議事を確認しま

した。屋台村が出る中、大抽選会ではＮＣＣＵ

参加者の小林運営委員にソーセージセットも当

たり充実した時間を過ごしました。 

 

第８３回メーデー帯広地区集会  

場 所：帯広市 中央公園 

日 時：５月１日（火）１８：００～ 

参 加：ＮＣＣＵ参加者３名（林運営委員長、 

鳴海運営委員、阿部総支部長） 

会場には５００人を越える人が参加していました。 

会場ではハチマキが配られ参加者全員が頭に巻き 

デモ行進へ、中央公園から帯広駅前を通り中央公園に 

戻りました。行進後のコンテストでは参加組合ごとに 

景品が当たりＮＣＣＵは商品券が当たり、充実した時 

間を過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

【北海道地区メーデーに参加して】 
各地区メーデーに参加いただいた役員の皆さんありがとうございました。 
ＮＣＣＵは自治体への要請や提言を行う活動を地域ごとに総支部として進めるこ

とが課題です。そのためには上部団体活動へ参加し、私達のアピールをすることも

重要な役割となります。また、各地域の上部団体は、その地域で大きな影響力を発

揮します。今回、参加いただいた役員からも地元で働く多勢の仲間の存在に驚かれ

ていましたが、組合の力は数です。本来の力を発揮するためにも来年の組合員の皆

さまのご参加をお願いいたします。 
最後に参加した各地区で景品をこの倍率で引き当てたことは驚きでした。来年は参

加した組合員の皆さんで当選を埋め尽くしましょう！ 
（総支部長 阿部）


